
懇談会開催日：令和６年10月３日（木）

地区：修道

要望・意見内容 市長回答

重要施策の中に人口減少・少子化対策とあるが、今後も減少が想定される中で修道・進修・四
郷学区はどうなるのか。今後どういう施策で学校運営を行っていくのか。

小中学校の統合については、第１期、第２期と計画が作られており、第２期の倉田山・五十鈴
学区の統廃合については当分予定していない。部活動、子どもの人間関係などを配慮し適切
な学校運営に努めていきたい。

市の管理している建物、空き地に樹木が伸びているため、スマートフォンから通報すれば良
いのか。
また市の管理する土地の草を刈ってもらっているが、夏はすぐに伸び追いついてない状況も
ある。

（市からの回答）
市の施設についても、スマートフォンでの通報は可能である。草刈りについては年何回か、場
所を決め実施しているが、手が回っていない部分もある。その時はスマートフォンを利用して
もらいたい。

総連合自治会とまちづくり協議会が被っている。一つにまとめて一本化できないか。修道ま
ち協は自治会長全員が集まって月1回会議をしている。ある程度のことは伝えられる。

自治会とまちづくり協議会の役割や今後の在り方について、他の地域からも声を聞いてい
る。議題として議論していく。地域により様々な状況であると思うが、意見を聞いて進めてい
く。

ＪＲの踏切（全体）の遮断時間を考えてもらえないか。近鉄となぜあんなに違うのか。山田上口
駅、五十鈴ケ丘駅は、近くに駅もあり遮断される時間が長い。

継続してＪＲに伝えている。

おかげバスが中之町の遠いところで止まる。伊勢病院に行こうと思うと乗り換えが必要とな
る。乗合タクシーの話もしているが、桜木町だけのことになるが、おかげバスがもう少しある
と助かる。

地域の公共交通による移動支援は一丁目一番地と考えている。あらゆる交通手段を活用し
ながら、地域の移動の確保に努めていきたい。

詐欺、投資詐欺、ロマンス詐欺、闇バイトなどが横行しているが、ＱＲコードを使った詐欺が出
てきている。市では、一般市民向けにスマホの使い方の指導はあるが、詐欺に遭わない啓発
活動が必要ではないか。

最近多くなってきた。しっかりやっていきたい。

市の人口を見ると、10年先のお白石持ち行事ができるのか。伝統行事が難しくなるかもしれ
ない。準備期間に経験を積んだ人が、伝承世代が地域にいなくなる。

他の地域からも伝統文化継承に関する状況を聞いている。

電子回覧板を導入にした地域があるが、高齢化やスマホを携帯していないなどの問題があ
り、導入するにはどういう方法でやるのか。また、導入しているところは、若い人が多い地域
なのか。

平均年齢が若い団地、おそらく導入当時、平均年齢が60歳前後だと思う。すべて電子回覧板
が正しいというわけではなく、現役の忙しい世代などは電子回覧板を使ってもらえばよい。
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